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奥田自治大臣が
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
で

現

地

視

察

十
月
六
日
、
奥
田
自
治
大
臣
が
「
ふ

る
さ
と
創
生
事
業
現
地
視
察
」
の
た
め
、

来
町
さ
れ
ま
し
た
。
大
臣
は
、
五
日
に

愛
媛
県
入
り
を
さ
れ
、
県
庁
で
の
懇
談

会
並
び
に
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
の
説
明

を
受
け
ら
れ
た
後
、
当
町
の
拓
海
工
業

団
地
を
視
察
さ
れ
、
積
極
的
な
ふ
る
さ

と
守
つ
く
り
に
感
心
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
同
大
臣
は
、
町
体
育
館
大

ホ
i
ル
で
、
上
田
町
長
か
ら
「
H

楽
し

く
住
よ
い
町
守
つ
く
り
υ

な
ど
四
つ
の
町

づ
く
り
の
基
本
的
方
向
を
踏
ま
え
、
個

性
、
特
性
を
活
か
し
た
η

人
と
物
の
動

く
町
守
つ
く
り
H

に
意
気
長
く
取
り
組
み

た
い
」
と
H

自
ら
考
え
自
ら
行
う
地
域

づ
く
り
H

事
業
及
び
μ

ふ
る
さ
と
守
つ
く

り
特
別
対
策
事
業
μ

に
つ
い
て
の
説
明

を
受
け
ら
れ
、
「
長
浜
町
の
将
来
計
画
に

共
鳴
し
ま
す
。
知
恵
を
出
し
合
い
頑
張
っ

て
ほ
し
い
」
と
感
想
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
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園田副圃第3固定例会・一般質問園田臨四回

ま
ち
づ
く
り

対
策
費
ほ
か

一一一
平
成
二
年
度
一
般
会
計
に
八
億
一
千

五
百
七
十
九
万
三
千
円
が
補
正
さ
れ
、

予
算
総
額
は
五
十
一
億
五
千
六
百
四
十

七
万
九
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

A
7
同
補
正
さ
れ
た
主
な
使
い
み
ち
は

次
の
通
り
で
す
。

{
総
務
費
}
財
産
管
理
費
と
し
て
、
減

債
基
金
積
立
金
一
億
三
千
九
百
二
卜
-
一

万
三
千
円
、
町
づ
く
り
対
策
費
と
し
て
、

肱
川
水
系
リ
バ

i
サ
イ
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
整
備
事
業
費
一
億
八
千
八
百
五
十

万
円
。
{
農
林
水
産
業
費
}
か
ん
き
つ
産
地
強
化

緊
急
対
策
事
業
費
と
し
て
、
出
海
地
灰

に
園
地
内
農
道
と
圏
内
作
業
道
の
開
設

工
事
請
負
費
ほ
か
三
千
六
百
三
十
五
万

円
。
漁
村
地
域
活
性
化
特
別
対
策
事
業

費
と
し
て
、
沖
浦
漁
港
内
に
漁
船
漁
業

第3固定例会

議

之〉、
エ王

長
浜
町
議
会
第
二
一
同
定
例
会
が
、
九

月
十
八
日
か
ら
三
十
日
ま
で
の
会
期
で

開
か
れ
ま
し
た
。

A
7
同
上
程
さ
れ
審
議
さ
れ
た
主
な
も

の
は
、
請
負
契
約
の
承
認
、
平
成
元
年

用
共
同
作
業
所
の
設
置
工
事
請
負
費
ほ

か
二
千
五
百
三
十
九
万
六
千
円
。

一
土
木
費
}
港
湾
費
の
県
営
工
事
負
担

金
と
し
て
、
長
浜
港
湾
改
修
ほ
か
一
億

六
千
五
百
十
万
円
。

{
教
育
費
}
プ

l
ル
建
設
費
と
し
て
、

出
海
小
学
校
屋
外
水
泳
プ

l
ル
建
設
工

事
請
負
費
ほ
か
四
千
九
百
五
十
八
万
七

千
円
。長
浜
町
の
地
域

活
性
化
計
画

長
浜
町
地
域
活
性
化
計
画
は
、
昭
和

五
十
五
年
に
公
布
き
れ
た
過
疎
地
域
振

興
特
別
措
置
法
が
、
平
成
一
冗
年
度
末
に

失
効
し
、
新
た
に
過
疎
地
域
活
性
化
特

別
措
置
法
が
、
今
年
四
月
一
日
に
施
行

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
国
の
施
行
通
知

に
基
づ
き
計
画
策
定
し
た
も
の
で
す
。

A
7
同
の
新
法
で
は
産
業
の
振
興
、
雇

用
の
確
保
等
、
過
疎
対
策
が
重
点
項
目

に
な
る
と
と
も
に
、
過
疎
対
策
事
業
債

の
対
象
事
業
が
拡
大
さ
れ
る
な
ど
、
よ

り
地
域
格
差
の
是
正
に
配
慮
し
た
法
律

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
本
町
で

は
本
法
律
の
財
政
上
の
措
置
を
有
効
に

運
用
し
、
平
成
二
年
度
か
ら
六
年
度
ま

度
長
浜
町
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の

認
定
、
平
成
二
年
度
一
般
会
計
の
補
正
、

長
浜
町
過
疎
地
域
活
性
化
計
画
を
定
め

る
こ
と
に
つ
い
て
な
ど
議
案
十
九
件
。

戒
川
小
学
校
屋
内
運
動
場
新
築
の
陳

情
~
米
市
場
開
放
阻
止
に
関
す
る
陳
情

な
ど
議
会
報
告
案
件
六
件
で
、
議
案
は

い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
さ
れ
、
議
報

告
書
も
受
理
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

で
の
五
か
年
の
前
期
計
画
を
策
定
す
る

も
の
で
す
。
教
育
委
員
に

後
藤
氏
を
選
任

数
育
委
員
の
後
藤
保
夫
氏
(
戒
川
-

L

ハ
二
)
は
、
十
月
六
日
で
任
期
満
了
と

な
る
た
め
、
後
任
に
後
藤
氏
を
再
選
任
、

議
会
の
同
意
を
求
め
た
結
果
、
満
場
一

致
で
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

陳
情
二
件
を

受
理
採
択

「
戒
川
小
学
校
厚
内
運
動
場
新
築
の

陳
情
」
、
「
米
市
場
開
放
阻
止
に
関
す

る
陳
情
」
の
二
件
の
陳
情
は
、
受
理
採

択
さ
れ
ま
し
た
。

ふ
る
特
、

三
年
間
で
整
備
へ

質
問
-
「
ふ
る
さ
と
守
つ
く
り
特
別
対

策
事
業
」
に
つ
い
て
(
東
信
行
議
員
)

答
弁
:
「
ふ
る
さ
と
や
つ
く
り
特
別
対

策
事
業
」
に
つ
い
て
は
、
長
浜
の
自
然

資
源
・
地
理
的
条
件
を
活
用
し
て
、
「
ふ

る
さ
と
守
つ
く
り
対
策
事
業
」
で
あ
る
肱

川
永
系
リ
パ

l
サ
イ
ド
整
備
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
今
年
度
か
ら
一
一
ヲ
年
間
で
実
施

す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
持
状
況
に

つ
い
て
、
肱
川
あ
ら
し
展
望
ル

I
ト
整

備
事
業
で
は
、
現
在
、
事
業
計
画
に
つ
い

て
の
現
地
測
量
を
完
了
し
て
お
り
、
今

後
、
計
画
に
当
た
る
土
地
の
用
地
買
収

や
地
元
説
明
を
行
い
、
工
業
実
施
の
作

業
を
進
め
る
予
定
で
あ
る
。

小
浦
リ
パ

l
サ
イ
ド
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー

ク
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
県
や
建
設

省
と
協
議
を
行
い
、
用
地
交
渉
の
準
備

段
階
に
入
っ
て
い
る
。

ま
た
、
白
滝
の
「
滝
め
ぐ
り
遊
歩
道
」

沖
浦
の
「
桜
の
道
」
に
つ
い
て
も
、
実

施
計
画
に
必
要
な
調
査
・
測
量
等
を
行

っ
て
い
る
。

くの象成完
三吉]街iとと h文 j皮
和光しい「及
し資たうる効
、i原観だと果
数や光け、に

限季開ご、たつ
り節発なだい
なのとく単て
い風な 、しこは
発物り町四
[ill詩、全事本
とがそ域業事
;r -7のをの業
ふま他対完が、ふる特事業で計画されている肱JlI水系

相
当
の
効
果
が
期
待
さ
れ
る
一
方
、
「
長

期
滞
在
型
の
観
光
地
」
に
つ
い
て
は
、

た
だ
単
に
施
設
を
つ
く
り
さ
え
す
れ
ば
、

観
光
客
が
誘
致
で
き
る
と
い
う
も
の
で

は
な
く
、
こ
の
事
を
考
え
る
段
階
で
慎

重
に
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
む

し
ろ
、
ふ
る
さ
と
c

つ
く
り
特
別
対
策
事

業
で
進
め
て
い
る
施
設
を
早
急
に
整
備

し
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
利
用
し
て
い
く

中
で
、
自
然
の
良
さ
や
長
浜
町
の
良
さ

を
知
り
、
そ
し
て
、
町
外
の
方
も
こ
れ

を
利
用
し
て
頂
け
れ
ば
、
こ
の
事
業
の

目
的
が
達
成
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思

py
。

新
た
な発
展
を
/

質
問
:
四
年
間
の
総
決
算
に
つ
い
て

(
桜
田
和
夫
議
員
)

答
弁
:
農
業
問
題
に
つ
い
て
は
、
長

浜
の
農
業
を
守
り
作
る
た
め
に
、
行
政

と
し
て
も
生
産
者
と
経
済
団
体
と
協
力

し
合
い
な
が
ら
取
り
組
み
、
ま
た
、
生

産
者
と
古
川
齢
化
問
題
に
は
、
機
械
等
の

購
入
に
よ
る
、
労
働
力
の
か
か
ら
な
い

農
業
基
盤
守
つ
く
り
を
め
ざ
し
で
き
た
。

水
産
業
に
つ
い
て
は
、
国
の
マ
リ
ノ

ベ
l
シ
ヨ
ン
指
定
を
受
け
て
む
り
、
本

町
の
す
ば
ら
し
い
資
源
を
生
か
し
た
つ

く
る
漁
業
と
い
う
も
の
に
、
期
待
し
で

い
る
。森
林
関
係
で
は
、
森
林
総
合
整
備
事

業
を
森
林
組
合
と
共
同
で
取
り
入
れ
、

こ
の
事
業
に
の
っ
と
っ
た
形
で
整
備
を

し
て
い
る
。
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地
場
産
業
に
つ
い
て
は
、
拓
海
団
地

の
完
成
に
よ
り
、
伝
統
あ
る
製
材
業
の

拠
点
が
で
き
た
と
い
う
意
味
か
ら
大
き

な
プ
ラ
ス
に
な
っ
た
と
思
う
。

商
応
街
に
つ
い
て
は
、
一
部
地
域
内

の
カ
ラ

l
舗
装
化
、
開
閉
橋
付
近
の
整

備
等
を
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
そ
れ

ぞ
れ
が
、
魅
力
あ
る
商
府
街
づ
く
り
の

一
つ
に
な
る
と
思
う
。

役
場
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
A
F
後
も
、

職
員
研
修
を
活
発
に
行
い
、
職
員
の
資

質
向
上
に
努
め
て
い
き
た
い
。

高
速
時
代
に
わ
け
る
道
路
網
に
つ
い

て
は
、
二
七
八
号
線
に
お
け
る
諸
問
題

が
残
っ
て
い
た
が
、
法
線
等
も
決
定
し
、

事
業
予
算
が
つ
き
次
第
、
改
良
す
る
と

い
う
段
階
に
入
っ
て
い
る
。

第
一
一
次
臨
海
工
業
開
発
事
業
の
成
功

園田血盟盟国一般質問・第5回臨時会・年金

と
第
三
次
開
発
の
早
期
着
工
に
つ
い
て
、

拓
海
同
地
は
、
現
在
一
一
十
五
社
の
企
業

が
進
出
を
予
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、

今
後
、
企
業
が
立
地
し
て
、
確
個
た
る

生
産
活
動
を
行
え
ば
、
地
域
の
皆
さ
ん

の
雇
用
の
場
・
経
済
的
な
波
及
効
果
も

も
た
ら
さ
れ
る
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

さ
ら
に
こ
の
土
地
を
有
効
利
用
す
る
ご

と
に
よ
り
、
新
た
な
る
発
展
を
願
っ
て

いヲ
9
0

企業主地も着々 と進む拓海工業団地

第
三
次
開
発
事
業
に
つ
い
て
は
、
す

で
に
小
型
船
だ
ま
り
、
環
境
整
備
と
県

営
で
着
々
と
進
ん
で
い
る
。
こ
の
こ
と

は
、
固
か
ら
の
予
算
で
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
者
実
に
進
わ
ベ
き
方
向

が
定
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
、
皆
さ
ん
に

自
信
を
も
っ
て
申
し
上
げ
る
。

最
後
に
、
行
政
が
進
め
る
木
町
づ
く

り
の
基
本
的
理
念
は
、
「
楽
し
く
住
よ

い
・
豊
か
で
働
き
が
い
の
あ
る
・
美
し

い
人
情
と
文
化
・
活
力
と
個
性
あ
ふ
れ

る
町
守
つ
く
り
」
で
あ
り
、
こ
の
四
本
柱

に
従
っ
て
町
守
つ
く
り
を
す
る
な
ら
ば
、

皆
さ
ん
の
付
託
に
答
え
ら
れ
る
町
が
で

き
る
も
の
と
確
信
し
て
い
る
。
今
後
に

お
い
て
も
、
本
町
に
お
け
る
町
ゃ
つ
く
り

の
理
念
、
精
神
と
い
う
も
の
は
不
変
の

も
の
だ
と
思
う
と
同
時
に
、
ふ
る
さ
と

長
浜
の
発
展
に
心
か
ら
期
待
を
申
し
上

げ
る
。

第

5
回
臨
時
会

長
浜
町
議
会
第
五
回
臨
時
会
が
十
月

九
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
や
請
負
契
約
の

締
結
な
ど
の
五
議
案
は
、
い
ず
れ
も
原

案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

災
害
復
旧
費
を
補
正

一
融
会
計
補
正
予
算

今
同
の
補
正
は
、
一
般
会
計
の
災
害

復
旧
費
で
、
町
道
長
浜
戒
川
線
の
う
ち

戒
川
地
域
の
崩
土
に
よ
る
危
険
防
止
を

行
う
災
害
復
旧
工
事
請
負
費
ほ
か
二
百

十
万
円
。

台
風
十
八
号
の
降
雨
に
よ
り
生
じ
た

青
島
公
民
館
敷
地
内
の
ヒ
ビ
割
れ
に
伴

う
危
険
防
止
の
災
害
復
旧
工
事
請
負
費

ほ
か
四
百
十
-
一
万
円
。

土
居
事畑

英関笠
智連晋
嘉手工

結事

昨
年
九
月
に
発
生
し
た
、
集
中
豪
雨

に
よ
り
被
災
し
た
出
海
土
居
川
の
施
設

改
良
工
事
は
、
一
二
千
六
百
八
十
七
万
四

千
円
で
、
株
式
会
社
西
田
興
産
と
請
負

契
約
を
締
結
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。出
海
小
。
フ

l
ル

新
築
工
事
も

町
立
出
海
小
学
校
ブ

i
ル
(
プ

l
ル

面
積
二
百
四
十
六
平
方
灯
)
を
建
設
す

る
新
築
工
事
は
、
四
千
七
百
五
十
八
万

六
千
円
で
株
式
会
社
西
田
興
産
と
請
負

契
約
を
締
結
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

新
助
役
に
泉
参
与

空
席
と
な
っ
て
い
た
長
浜
町
助
役
に

前
町
参
与
の
泉
芳
信
氏
二
八
一
一
・
大
洲

市

)
1写
真
ー
を
選
任
、
議
会
の
同
意

を
求
め
た
結
果
、
満
場
一
致
の
同
意
を

得
て
、
十
月
十
一
目
新
し
い
助
役
に
就

任
し
ま
し
た
。

一
泉
芳
信
助
役
略
歴
}
大
洲
農
業
学
校

卒
、
商
工
開
発
課
長
、
振
興
課
長
、
開

発
課
長
、
長
浜
町
参
与
。
大
洲
市
。

固
定
資
産
評
価
員
に

泉

氏

長
浜
町
固
定
資
産
評
価
員
に
大
洲
市

の
泉
芳
信
氏
(
六
二
)
を
選
任
、
議
会

の
同
意
を
求
め
た
結
果
、
満
場
一
一
致
の

同
意
を
得
て
評
価
員
に
決
ま
り
ま
し
た
。

一
国
民
年
金
の

加
入
手
続
き
を

し
ま
し
ょ
、
っ
f
J一

国
民
年
金
に
は
、
二
十
歳
以
上
六
十

歳
未
満
の
人
は
一
部
の
人
を
除
い
て
必

ず
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

加
入
者
は
次
の
コ
一
種
類
で
す
。

女
第
一
号
被
保
険
者

農
業
や
自
営
業
の
人

女
第
二
号
被
保
険
者

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
し
て

い
る
人

女
第
三
号
被
保
険
者

第
二
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い

る
配
偶
者

第
一
号
被
保
険
者
の
人
は
、
自
分
で

加
J

人
の
届
け
を
し
て
、
保
険
料
を
納
め

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

第
三
号
被
保
険
者
の
人
は
「
該
当
届
」

の
提
出
が
必
要
で
す
。

就
職
や
退
職
な
ど
で
被
保
険
者
の
種

類
が
変
わ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
つ
ど
届

出
が
必
要
で
す
。
届
出
が
ま
だ
の
人
は
、

A
7
す
ぐ
役
場
国
民
年
金
係
で
手
続
き
し

て
く
だ
さ
い
。

一
納
め
て
い
ま
す
か

国
民
年
金
保
険
料
…

人
生
八
十
年
時
代
で
す
。
ま
す
ま
す

老
後
の
生
活
が
長
く
な
り
、
し
っ
か
り

と
し
た
老
後
へ
の
備
え
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
「
老
後
の
こ
と
な
ん
か
考
え
で

も
な
い
。
な
ん
と
か
な
る
き
」
と
無
関

心
な
人
も
い
ま
す
が
、
老
後
は
必
ず
や

っ
て
き
ま
す
。
老
後
へ
の
備
え
と
い
え

ば
「
年
金
」
が
大
き
な
支
え
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
年
金
は
老
後
の
た
め
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

国
民
年
金
に
は
、
六
十
五
歳
か
ら
受

け
る
老
齢
基
礎
年
金
の
ほ
か
に
、
病
気

や
け
が
な
ど
で
障
害
者
に
な
っ
た
と
き

に
受
け
る
障
害
者
基
礎
年
金
や
、
死
亡
し

た
と
き
に
遺
族
が
受
け
る
遺
族
基
礎
年

金
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
保
険
料
を

納
め
て
い
る
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
年

金
を
受
け
る
条
件
で
す
。

老
後
の
備
え
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

万
一
の
た
め
に
も
保
険
料
は
忘
れ
ず
納

め
ま
し
ょ
う
。
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私
が
小
学
校
五
年
生
の
頃
の
こ
と

日
で
す
。
登
校
し
て
い
る
時
に
い
つ
も

日
出
会
う
男
の
人
が
い
ま
し
た
。
そ
の

。
男
の
人
は
三
十
歳
く
ら
い
で
帽
子
を

向
い
つ
も
か
ぶ
っ
て
い
て
、
背
も
案
外

ザ
と
高
く
、
ま
る
で
小
説
で
読
ん
だ
足

~
長
お
じ
さ
ん
の
よ
う
な
感
じ
の
人
で

話
し
た
。
と
い
う
の
は
私
は
友
達
と
の

~
ι
お
し
ゃ
べ
り
に
忙
し
く
、
周
り
を
あ

ザ
ま
り
見
な
い
で
歩
い
て
い
た
か
ら
で

町
す
。
そ
し
て
そ
舟
人
は
、
全
く
自
然

出
亡
、
変
わ
り
な
く
歩
い
て
い
た
か
ら

『
だ
と
思
い
ま
す
。

日
あ
る
朝
、
私
は
い
つ
も
の
よ
う
に

~
友
達
と
学
校
へ
行
く
途
中
で
し
た
0

4

い
つ
も
の
道
を
い
つ
も
の
よ
う
に
歩

向
い
て
い
ま
し
た
。
向
こ
う
側
か
ら
そ

が
の
人
が
歩
い
て
き
ま
し
た
が
、
私
達

同
は
気
付
か
ず
、
友
達
が
そ
の
人
と
身

ザ
体
が
触
れ
る
ぐ
ら
い
近
く
で
す
れ
違

白
む
う
と
し
た
時
、

部
「
キ
ャ

l
己

目
と
、
友
達
が
叫
ん
だ
の
で
す
。
す
る

が
と
そ
の
人
は
、

内
「
す
み
ま
せ
ん
。
す
み
ま
せ
ん
己

や
と
、
何
度
も
謝
っ
て
き
っ
て
行
き
ま

町
し
た
。
訳
の
わ
か
ら
な
い
私
は
、
友

ザ
達
に
ど
う
し
た
の
か
と
尋
ね
ま
し
た
o

h

す
る
と
友
達
は
、

ザ
「
あ
の
人
の
持
っ
て
い
た
杖
で
、
ス

町
カ

l
卜
め
く
ら
れ
た
の
。
た
ぶ
ん
、

偶
然
だ
と
思
う
け
ど
以

と
答
え
た
の
で
し
た
。
そ
の
後
私
達

は
、
「
あ
の
人
い
つ
も
杖
持
っ
て
い
た

か
な
ぱ
と
か
い
う
話
を
し
な
が
ら
、

登
校
し
ま
し
た
。

次
の
日
、
ま
た
そ
の
人
に
会
い
ま
し

た
。
背
広
を
き
ち
ん
と
着
て
、
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
の
よ
う
に
見
え
ま
し
た
。
し
か

し
、
ど
こ
か
違
い
ま
し
た
。
私
達
が
じ

っ
と
見
て
い
て
も
、
そ
の
人
は
気
付
か

な
い
様
子
で
し
た
。
杖
を
持
っ
て
い
る

理
由
を
考
え
ま
し
た
。
そ
し
て
私
は
、

足
が
悪
く
て
杖
を
持
っ
て
い
る
ん
だ
と

思
い
ま
し
た
。
で
も
違
っ
て
い
ま
し
た
。

よ
く
見
る
と
そ
の
人
は
、
杖
を
自
分
の

体
よ
り
も
前
に
出
し
、
下
の
方
で

8
字

型
に
動
か
し
て
い
る
の
で
す
。
一
歩
一

歩
ゆ
っ
く
り
確
か
め
な
が
ら
歩
い
て
い

ま
し
た
。
そ
の
時
、
私
は
初
め
て
そ
の

人
の
日
が
見
え
な
い
こ
と
を
知
り
ま
し

臨置器

し
た
。
き
っ
と
、
転
ん
だ
の
も
そ
の
日

だ
け
で
は
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
何

同
転
ん
で
も
そ
の
人
は
す
ぐ
に
立
ち
上

が
り
、
歩
き
出
し
て
い
た
ん
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
う
考
え
る
と
、
そ
の
人
の
精

神
力
は
す
ご
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

私
は
今
、
視
力
が

0
・
一
も
な
く
眼

鏡
が
な
い
と
階
段
の
一
段
一
一
段
が
わ
か

ら
ず
、
大
変
不
自
由
し
て
い
ま
す
。
で

も
、
そ
の
人
と
比
べ
た
ら
、
何
で
ち
っ

ぽ
け
な
こ
と
だ
っ
た
ん
だ
ろ
う
と
考
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
人
は
、

堂
々
と
街
を
歩
い
て
い
ま
し
た
。
見
え

な
い
状
態
で
歩
く
の
は
難
し
い
と
思
う

け
れ
ど
、
全
く

H
が
見
え
る
人
と
変
わ

朝
の
出
会
い

校

生

学

年
中一一一

た
。
全
く
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

な
ぜ
な
ら
、
そ
の
人
は
し
っ
か
り
歩
い

て
い
た
か
ら
で
す
。
そ
れ
か
ら
毎
日
、

そ
の
人
に
出
会
う
と
、
通
り
や
す
い
よ

う
に
道
を
あ
け
て
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

何
日
か
た
っ
た
あ
る
朝
、
向
こ
う
か
ら

き
た
そ
の
人
が
道
路
に
埋
め
込
ん
で
あ

る
車
両
侵
入
禁
止
の
ポ

l
ル
に
ぶ
つ
か

っ
て
、
転
ん
だ
の
で
す
。
私
達
は
駆
け

寄
っ
て
、
杖
を
拾
っ
て
あ
げ
ま
し
た
。

そ
し
て
、

「
大
丈
夫
で
す
か
己

と
声
を
か
け
ま
し
た
。
そ
の
人
は

「
あ
り
が
と
う
、
す
み
ま
せ
ん
己

と
言
っ
て
杖
を
持
っ
て
歩
い
て
行
き
ま

ら
な
い
よ
う
に
歩
い
て
い
ま
し
た
。
も

し
私
が
光
を
失
っ
た
ら
、
絶
望
と
い
う

閣
の
中
か
ら
な
か
な
か
出
る
こ
と
が
で

き
ず
、
家
の
中
で
じ
っ
と
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
と
て
も
一

人
で
外
に
山
川
る
勇
気
な
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

ほ
と
ん
ど
の
人
は
、
身
体
障
害
者
に

対
し
て
、
か
わ
い
そ
う
だ
と
気
の
毒
が

る
だ
け
で
何
も
せ
ず
、
む
し
ろ
避
け
て

い
る
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
し
か

し
私
は
、
身
体
障
害
者
に
対
し
て
か
わ

い
そ
う
だ
と
思
う
こ
と
は
、
失
礼
な
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
自
分
の
力
で
生
き

よ
う
と
す
る
勇
気
を
尊
敬
す
べ
き
だ
と

思
い
ま
す
。
身
体
に
障
害
の
な
い
私
達

の
誰
よ
り
も
、
真
剣
に
一
生
懸
命
生
~

き
て
い
る
か
ら
で
す
。
私
達
は
、
陣
日

安
口
の
な
い
こ
と
に
慣
れ
す
ぎ
て
、
-
~

生
懸
命
生
き
る
こ
と
を
忘
れ
て
い
る
世

の

で

は

な

い

で

し

ょ

う

か

。

叩

最
近
、
人
間
が
や
ろ
う
と
思
っ
た
世

こ
と
は
、
頑
張
れ
ば
ゃ
れ
な
い
こ
と
~

は
つ
も
な
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
が

ま
し
た
。
こ
う
思
う
よ
う
に
な
っ
た
吋

の
は
、
小
学
生
の
時
毎
朝
す
れ
違
っ
世

て
い
た
、
あ
の
男
の
人
に
出
会
え
た
日

む
か
げ
で
す
。
あ
の
人
が
、
何
回
転
時

ん
で
も
立
ち
上
が
る
姿
を
見
て
、
私
~

も
頑
張
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
と
忠
告

っ

た

の

で

す

。

日

こ
れ
か
ら
困
難
な
こ
と
に
出
会
っ
ザ

て
も
、
逃
げ
な
い
で
立
ち
向
か
っ
て
~

い
く
つ
も
り
で
す
。
そ
し
て
、
困
っ
時

て
い
る
人
に
出
会
っ
た
時
は
、
迷
わ
向

ず
子
を
差
し
伸
べ
る
こ
と
の
で
き
る
が

人
に
な
り
た
い
で
す
。
そ
の
た
め
に
日

も
円
頃
か
ら
、
や
れ
ば
で
き
る
と
い
が

う
信
念
を
も
っ
て
物
事
に
取
り
組
ん
吋

で
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
あ
の
世

き
わ
や
か
な
朝
の
、
一
つ
の
出
来
事
~

の
思
い
出
を
忘
れ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。
世

色

人
権
擁
護
委
員
に

黒

田

さ

ん

十
月
一
日
付
け
で
法
務
大
臣
か
ら
長

浜
の
黒
田
進
さ
ん
が
当
町
の
人
権
擁
護

委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

社
会
の
国
際化
と
人
権

人
権
に
つ
い
て
の
横
議

は
人
権
擁
護
機
関
へ

私
た
ち
が
豊
か
な
日
常
生
活
を
常
む

た
め
に
は
、
お
互
い
の
立
場
を
尊
重
し
、

自
分
の
権
利
ば
か
り
を
主
張
す
る
こ
と

の
な
い
よ
う
心
が
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。今
年
の
人
権
週
間
で
は
「
国
際
化
時

代
に
ふ
さ
わ
し
い
人
権
意
識
を
育
て
よ

う
」
「
い
ど
め
、
体
罰
の
根
を
絶
と
う
」

「
部
落
差
別
を
な
く
そ
う
」
「
女
性
の
地

位
を
高
め
よ
う
」
「
障
害
者
の
完
全
参
加

と
平
等
を
実
現
し
よ
う
」
の
五
項
目
を

強
調
事
項
と
し
て
い
ま
す
。

差
別
、
い
や
が
ら
せ
、
家
庭
問
題
、
近

所
と
の
も
め
ご
と
、
子
供
の
い
じ
め
、

体
罰
の
問
題
な
ど
で
お
困
り
の
方
は
、

む
近
く
の
人
権
擁
護
委
員
か
法
務
局
ま

た
は
そ
の
支
局
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
国
く
守
ら
れ
ま

す。
長
浜
町
の
人
権
擁
護
委
員
は
次
の
方

々
で
す
。

長

浜

黒

田

進

(

宮

⑫

0
3
6
9
)

出
海
平
田
三
盛
(
密
⑮

0
1
2
0
)

柴

土

居

孝

章

(

密

⑪

0
0
0
2
)
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長
寿
横
綱
ノ
・

長
浜
町
で
は
、
九
月
十
五
日
の
敬
老

の
日
を
迎
え
、

-
O
O歳
を
超
え
る
わ

年
寄
り
が
二
人
ι
お
ら
れ
ま
す
。

出
海
の
塩
村
ヒ
ナ
ヱ
さ
ん

柴
の
菊
池
シ
ナ
ヲ
さ
ん

圃画面盟国お知らせ a まちづくり@当直医"""""圃

裁
判
所
制
度
が
百
周
年
f

M23・1・7生・100歳

明
治
二
十
ご
一
年
十
一
月
一
日
、
裁
判

所
構
成
法
が
施
行
さ
れ
て
か
ら
、
今
年

の
十
一
月
一
日
で
百
周
年
を
迎
え
ま
す
。

こ
の
裁
判
所
制
度
百
周
年
を
記
念
し
、

国
民
の
告
さ
ん
に
裁
判
所
を
よ
り
よ
く

理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
最
高
裁
判

所
は
、
記
念
式
典
、
記
念
展
示
会
、
裁

判
所
見
学
な
ど
各
種
の
記
念
行
事
を
実

施
す
る
ほ
か
、
裁
判
所
百
年
史
の
刊
行

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
裁
判
所

制
度
百
周
年
を
記
念
し
て
、
記
念
貨
幣

及
び
記
念
切
手
が
発
行
さ
れ
る
予
定
で

す。
こ
の
機
会
に
、
愛
媛
県
各
地
の
裁
判

所
で
裁
判
所
の
見
学
や
裁
判
の
傍
聴
な

ど
を
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

今
後
も
、
裁
判
所
が
そ
の
使
命
を
達

成
し
、
よ
り
一
一
層
皆
さ
ん
の
信
頼
を
得

ら
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
さ
ら
に
努

力
と
工
夫
を
重
ね
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
の
で
、
一
層
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

松
山
地
方
裁
判
所
大
洲
支
部

松
山
家
庭
裁
判
所
大
洲
支
部

M23・4・18生・100歳

月日 当直医院 電話番号

11 / 23 門屋医院 52-0202 

11 / 25 石村病院 52-0275 

12/ 2 清水医院 52-2883 

12/ 9 米川医院 52-0165 

12/16 岡田医院 52-0639 

12/23 菊地医院 52-0209 

12/24 門屋医院 52-0202 

[[診療]]救急患者の方のみ
受付午前10:00午後 5:00
※原則として往診は致しません
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こ
れ
ま
で
に
「
ス
キ
l
の
メ
ッ
カ
・

野
沢
温
泉
村
」
「
太
陽
と
緑
の
国
・

宮
崎
県
」
「
ワ
イ
ン
の
ま
ち
・
池
田

町
」
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら

の
ま
ち
は
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
ゃ
つ
く

り
に
と
っ
て
、
た
い
へ
ん
参
考
に
な

り
ま
す
。

そ
の
一
番
べ

l
ス
に
あ
る
も
の
は

何
か
と
い
い
ま
す
と
、
ま

ち
守
つ
く
り
は
人
ゃ
つ
く
り
だ

と
い
う
こ
と
で
す
。

企
業
は
人
な
り
、
あ
る

い
は
組
織
は
人
な
り
と
い

い
ま
す
が
、
ま
ち
a

つ
く
り

に
も
同
じ
こ
と
が
い
え
る

の
で
す
。

マ
イ
ナ
ス
指
向
で

物
事
を
考
え
な
い

|感謝尚昆I語録a泌総|

こ
の
人
づ
く
り
の
底
に

あ
る
の
は
、

H

感
謝
H

と

い
う
こ
と
で
す
。
昭
和
六

十
三
年
の
春
、
四
国
と
本
土
を
結
ぶ

瀬
戸
大
橋
が
開
通
し
ま
し
た
。
世
紀

の
大
偉
業
と
い
わ
れ
る
だ
け
あ
っ
て
、

そ
の
橋
脚
は
一
つ
一
つ
が
巨
大
ピ
ル

の
よ
う
で
す
。
建
設
途
中
に
そ
の
偉

容
を
眺
め
る
機
会
が
あ
り
、
つ
く
づ

く
と
人
類
社
会
に
不
可
能
は
な
い
と

考
え
さ
せ
ら
れ
た
も
の
で
す
。

そ
し
て
そ
の
夜
、
一
一
の
瀬
戸
大
橋

く
か
ど
う
か
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
の

意
識
と
や
る
気
に
犬
き
く
左
右
さ
れ

る
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
さ
ら
に

N

感
謝
u

の
心
が
こ
も
れ
ば
、
お
の

ず
か
ら
考
え
方
も
行
動
も
変
わ
っ
て

く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

い
ま
は
、
ど
ん
な
ま
ち
に
も
、
立

派
な
運
動
施
設
や
文
化
会
館
が
建
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
感
謝
の
心
が

な
け
れ
ば
、
宝
の
も
ち
ぐ
さ
れ
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
一
人
一
人
が
感

謝
の
心
を
も
て
ば
、
そ
の
施
設
は
何

十
倍
の
価
値
を
生
み
だ
し
、
本
当
に

生
か
さ
れ
て
使
わ
れ
る
の
で
す
。

心
の
角
度
を
変
え
て
自
分
の
ま
ち

を
眺
め
、
そ

宵

十

瞳

口

丹

罷

曹

を

の

ま

ち

で

生

・4

1

E

d
唱園

d
盤、
E
E
2
圃

E
F
・4

き
て
い
る
ひ

謹
電
巧
旬
一
時
間
院
も

P
3
と
に
感
謝
す

臨
時
抽
『
置
、
串
埠
目

g
V
圃
ノ
司
る
人
た
ち
が

増
え
れ
ば
、

ま
ち
は
伸
び
て
い
く
の
で
す
。

NO.12 

ふ
る
さ
と
塾
主
宰
・
萩
原

茂
裕

の
恩
恵
を
最
大
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
に

受
け
る
ま
ち
の
講
演
会
に
出
か
け
ま
し

た
。
講
演
が
終
わ
り
、
ま
ち
の
有
志
の

人
た
ち
の
話
を
う
か
が
っ
て
い
る
と
、

「
こ
ん
な
大
き
な
橋
が
か
か
れ
ば
、
こ

の
ま
ち
は
通
過
都
市
に
な
っ
て
し
ま
う
」

と
い
う
話
題
が
も
ち
上
が
り
ま
し
た
。

橋
が
、
ま
ち
の
発
展
に
と
っ
て
、
マ
イ

ナ
ス
に
な
る
の
で
は
な
い
か
、
と
受
け

取
っ
た
よ
う
で
す
。
し
か
し
私
は
、
こ

の
よ
う
な
橋
を
一
つ
も
っ
て
い
る
な
ら

ま
ち
の

ば
H

陸
の
孤
島
ω

が
解
消
で
き
る
ま
ち

ゃ
村
が
、
現
在
日
本
国
中
に
た
く
さ
ん

あ
る
に
違
い
な
い
と
考
え
ま
し
た
。

「
通
過
都
市
に
な
っ
て
し
ま
う
」
と
い

う
の
で
は
な
く
て
、
「
み
な
さ
ん
よ
り
何

十
倍
の
恩
恵
を
受
け
て
い
る
。
尊
い
税

金
を
た
く
さ
ん
使
わ
せ
て
も
ら
っ
て
い

る
。
そ
の
ご
恩
に
報
い
る
た
め
に
、
素

晴
ら
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
さ
せ
て
も
ら

い
ま
す
」

と
、
そ
ん
な
ふ
う
に
考
え
る
こ
と
も
で

き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

住
民
の
意
識
と
や
る
気
が

ま
ち
を
左
右
す
る

あ
る
事
を
プ
ラ
ス
の
材
料
に
し
て
い



6-

ルポ@文芸園盟国盤面

ふ
れ
あ
い
で
地
域
の
活
性
化
を
f

ー
今
坊
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

i

九
月
十
六
日
、
喜
多
灘
小
で
「
A
7
坊
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」

が
行
わ
れ
、
お
年
寄
り
ゃ
児
童
を
中
心
に
約
一
一
-
百
人
が
参
加

し
た
。

こ
の
ま
つ
り
は
、
地

域
内
の
交
流
に
よ
っ
て

ふ
れ
あ
い
を
深
め
、
豊

か
な
心
と
連
帯
感
を
は

ぐ
く
む
こ
と
を
白
的
に

行
わ
れ
た
も
の
で
、
参

加
者
は
、
郷
土
芸
能
、

青
空
市
、
消
防
コ
ー
ナ

ー
な
ど
の
催
し
も
の
を

楽
し
ん
だ
。

ぜ

十

月

十

四

即
日
、
役
場
前

媛
で
第
五
回
国

愛
民
文
化
祭
・

@
愛
媛
卯
の
「
文

諜
化
の
火
リ
レ

輪
貯
l
」
引
き
継

の

配

ぎ

式

日

行

わ

芭

国

れ

た

。

刊

日

~

こ

れ

は

県

寸

/

内

五

地

区

で

で

採

火

さ

れ

た

}

「

文

化

の

火

」

レ

を

各

地

域

の

1
1

文
化
団
体
の

ー
協
力
と
工
夫
で
文
化
的
行
事
を
交
え
て
リ
レ
ー
す
る

も
の
で
、
式
の
あ
と
、
長
小
鼓
笛
隊
の
パ

レ
ー
ド
に
よ
る
引
き
継
ぎ
セ
レ
モ
ニ
ー

が
行
わ
れ
、
次
の
市
町
村
へ
出
発
し
た
。

J口口口口口口口口口口口口口口口

日
口
口
口
己
口

U
口
口
〔

十
月
卜
七
日
、
町
民
グ

~
ラ
ウ
ン
ド
で
長
浜
町
老
人

会
ク
ラ
ブ
連
合
会
(
藤
岡
喜

け
代
夫
会
長
)
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
聞
か
れ
各
地

〕
区
の
老
人
ク
ラ
ブ
か
ら
約
一
百
六
十
人
が
参
加

ポ
し
た
。

ス
種
目
は
、
ボ
ー
リ
ン
グ
競
争
、
サ
ン
ド
イ
ツ

連
チ
リ
レ
l
、

U
U
{
玉
ひ
ろ
い
、

~
玉
入
れ
競

争
な
ど
が

行
わ
れ
、

競
技
に
応

援
に
と
楽

し
い
一
日

を
過
ご
し

た

競技@応援に大ハッスル

リ

」与{h:eJ

口口口口口[_]山口口口口口口口口仁l

卜
月
十
六
日
、
町

体
育
館
大
ホ
l
ル
で
、

平
成
二
年
度
の
金
婚

祝
賀
式
が
行
わ
れ
た
。

町
内
で
今
年
結
婚

五
十
年
を
迎
え
る
ご

夫
婦
は
二
十
五
組
で
、

式
に
は
十
九
組
の
方

が
出
席
し
、
金
婚
者

紹
介
の
後
、
金
婚
者

を
代
表
し
て
、
一
品
川

夫
妻
に
、
上
田
邦
彦

町
長
か
ら
記
念
品
が

子
渡
さ
れ
た
。

口
1
1
1
1
口
口
口
口
口
口

二
人
三
脚
で
五
十
年

3
平
成
二
年
度
金
婚
祝
賀
式
3

小
野
地
蔵
が
有
形
文
化
財
に
/

白
滝
の
小
野
集
会
所
(
西
瀧
寺
末
庵

伽
羅
陀
山
宝
憧
寺
)
に
あ
る
小
野
地
蔵

尊
座
像
が
、
長
浜
町
文
化
財
保
護
条
例

に
よ
り
、
長
浜
町
指
定
有
形
文
化
財
と

し
て
指
定
を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
地
蔵
は
、
高
さ
一
六
六
畑
、
胸

幅
三
五
叩
(
肩
幅
六
二
叩
)
、
膝
幅
七
三
一

個
の
寄
木
造
り
で
、
江
戸
初
期
の
相
当

な
仏
師
の
作
で
あ
り
、
岩
座
の
上
に
台

座
よ
し
、
後
背
も
し
っ
か
り
し
、
非
常

宮

周

己宣
圃

ー
と
よ
し
げ
俳
句
会

1

句
会
果
て
天
心
の
月
小
振
な
る

高

左

木

芳

雨
あ
と
の
線
ひ
き
直
し
運
動
会

松

田

吉

幸

ど
の
子
に
も
負
け
る
な
と
言
ひ
運
動
会

亀

田

哲

久

夢
で
ま
た
刈
残
し
た
る
稲
を
刈
る

米

間

幸

市

人
妻
を
負
ぶ
っ
て
走
る
運
動
会

山
口
由
記
子

運
動
会
の
疲
れ
溜
り
し
脱
水
鏡

宇
都
宮
恵
美
子

秋
風
や
柚
の
段
畑
荒
れ
放
題
都
田
マ
サ
子

秋
う
ら
ら
大
草
桂
吊
る
寺
の
門

小
西
イ
セ
子

秋
蝶
の
風
に
逆
ら
ふ
気
力
な
し

藤

岡

蓉

γ
ア

に
立
派
な
仏
像
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
文

化
財
と
し
て
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

運
動
会
隣
の
孫
を
応
援
し神

西

光

子

遍
路
パ
ス
讃
岐
平
野
は
黄
金
色

久

保

七

葉

小
紫
女
ひ
と
り
の
柁
び
住
ま
ひ

河

野

友

子

倒
伏
の
稲
田
の
刈
機
な
だ
め
つ
つ

菊
地
久
美
子

づ
た
づ
た
の
白
線
運
動
会
終
る

松

田

裕

子

籾
剥
い
で
乾
き
具
合
を
噛
ん
で
み
る

山

尾

雄

志

ラ
イ
タ
ー
の
火
は
ぽ
こ
ぽ
こ
と
風
は
秋

増

田

成

虎

一
本
の
足
の
摩
れ
て
い
る
案
山
子

一

宮

博

綱
引
き
に
勝
ち
た
る
背
の
土
ま
み
れ

渡
辺
恭
一

ま
っ
さ
ら
な
朝
の
手
拭
ひ
秋
高
し

久

保

千

恵

古
松
葉
か
き
落
し
て
の
新
松
子

楠

野

孝

行

舟
虫
の
ひ
そ
ひ
そ
話
波
が
消
す

菊
地

f飲
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豊
年
お
ど
り
を
教
っ
て
み
て
は
ノ
・

峰
岡
さ
ん
が
呼
び
か
け

犬
和
相
生
の
村
に
は
ぐ
く
ま
れ
育
て

ら
れ
た
豊
年
む
ど
り
は
、
川
田
時
衛
さ

ん
に
青
い
教
わ
り
、
今
日
ま
で
保
存
会

の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
受
け
継
が
れ
て
き

ま
し
た
。
一
方
で
長
浜
の
民
俗
芸
能
と

し
て
恥
ど
な
い
立
派
な
伝
統
を
保
存
す

る
た
め
、
関
係
者
も
一
層
努
力
さ
れ
て

い
ま
す
。

将
来
は
、
こ
の
豊
年
踊
り
を
職
場
や

各
同
体
等
で
習
得
し
、
長
浜
町
豊
年
踊

り
大
会
が
開
催
さ
れ
る
よ
う
町
民
こ
ぞ

っ
て
協
力
し
合
い
、
町
指
定
無
形
文
化

財
に
ふ
さ
わ
し
く
、
い
つ
ま
で
も
税
し

ま
れ
文
字
通
り

H
H
本
の
豊
年
万
作
お

ど
り
ω

に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
豊
年
お
ど
り
に
つ
い
て
、
脅
っ

た
り
、
教
わ
り
た
い
と
い
う
万
や
団
体

土・:・・お
問
い
合
わ
せ
・
長
浜
・
峰
岡
直
一

臨画盟国圃一歳です@お知らせ・ JRコーナー

;一歳です:コンニチハ=⑬、
葵ちゃん(沖浦)酉曲奇

郎
さ
ん
(
宮
五
二

l
一
九
六
八
)
ま
で

身
障
者
の
方
へ

心
身
障
害
者
見
舞
金

身
体
障
害
者
手
帳
あ
る
い
は
療
育
手

帳
の
交
付
を
受
け
て
、
十
二
月
一
日
現

在
長
浜
町
に
住
ん
で
お
り
、
住
民
登
録

を
し
て
い
る
人
に
は
、
見
舞
金
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

こ
の
見
舞
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、

定
め
ら
れ
た
様
式
で
申
請
手
続
き
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
受
付
け
は
卜

一
一
月
一
日
か
ら
役
場
住
民
課
又
は
各
連

絡
所
で
行
い
ま
す
。

一
身
体
障
害
者
手
帳
一
一
級
、
二
級
の

方
:
-
五
千
円
マ
一
-
一
級
、
四
級
の
方
四

千
円
マ
五
級
、
六
級
の
方
:
-
二
一
千
円

一
療
育
手
帳
一

A
の
方
:
・
五
千
円
マ

B

の
方
・
-
四
千
円

詳
し
く
は
役
場
住
民
課
(
宮
臼

1

1
1
1
)
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

うと
11 

宇万
夫

さ

ん

母
11 

千
里
さ

どと平成元年11月7日生まれ

J
R
凹
国
で
は
、
北
条

i
伊
予
市
聞
の
電
化
に
伴

ぃ
、
十
(
月
三
十
一
日
か

ら
の
ダ
イ
ヤ
を
別
表
の
と

阻
む
り
改
正
し
ま
す
。

E

A

7

凶
の
ダ
イ
ヤ
改
正
に
よ
り
、
松
山

一
ー
岡
山
直
通
特

置
急
列
車
八
往
復

=
の
う
ち
六
往
復

閣
に
新
型
特
急
気

E

動
車
を
導
入
し
、

コ
平
均
二
十
分
の

園
短
縮
と
な
り
ま

E

す。

固
ま
た
、
松
山

大
阪
間
だ
と
、

最
も
速
い
列
車

を
利
用
し
た
場

合
、
現
行
四
時

間
四
分
が
二
一
時

間
三
十
七
分
に

な
る
な
ど
大
幅

に
時
間
短
縮
さ

れ
ま
す
。

な
お
、

A
7
同

の
ダ
イ
ヤ
改
正

は
電
化
に
伴
う

も
の
で
、
当
海

岸
線
の
時
刻
は

従
前
と
あ
ま
り

変
わ
っ
て
お
り

ま
せ
ん
。 瞳謹麗覇

一
部
電
化
で
時
間
短
縮

ー

J

R
四
国
秋
の
ダ
イ
ヤ
改
正

l

分
の
五
便
は
伊
予
市
で
乗
り
換
え
て
頂

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

今
後
、
海
岸
線
の
利
用
状
況
に
よ
っ

て
は
減
便
合
理
化
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。
皆
さ
ん
も
、
通
勤
、
通
学
、
通

院
を
始
め
、
町
外
へ
お
出
か
け
の
時
は

ぜ
ひ
海
岸
線
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

海
岸
線
を
利
用
し
て
松
山
方
面
に
行

く
場
合
、
長
浜
発
八
時
四
卜
六
分
、
十

二
時
一
-
十
八
分
、
十
四
時
三
卜
六
分
の

二
便
と
長
浜
へ
帰
る
場
合
、
松
山
発
九

時
十
一
分
、
卜
一
一
時
十
五
分
、
十
二
時

四
十
五
分
、
十
四
時
十
分
、
-
一
十
時
七

1l. 21改正

行先 八幡浜発 大洲発 白滝発 出石発 長浜発 喜多議発
伊予市

松山着 f蒲 考
着 発

公山 5 : 37 5: 44 6 : 23 6 : 41 
~山 5 : 31 5 : 54 6 : 15 6 : 20 6 : 26 6 : 33 7 : 21 7 : 39 
公山 6 : 20 6: 48 7: 06 7 : 11 7: 16 7: 24 8: 02 8: 24 
伊予市 8 : 10 8 : 27 8 : 32 8 : 46 8 : 53 9 : 28 9 : 37 9 : 52 伊予市で乗換
件公 山 9: 01 9 : 47 10: 04 10 : 09 10: 18 10: 25 11 : 09 11 : 36 
手予市 11 : 37 11 : 59 12 : 15 12 : 20 12 : 28 12 : 35 13 : 09 13 : 11 13 : 26 伊予市で乗換
公山 12 : 25 12 : 57 13 : 13 13 : 19 13 : 24 13 : 31 14 : 09 14 : 27 
者予市 13 : 43 14 : 07 14: 24 14 : 29 14: 36 14 : 43 15 : 24 15 : 29 15 : 42 伊予市で乗換
公山 14 : 58 15 : 22 15 : 42 15 : 47 16 : 00 16 : 07 16 : 45 17 : 08 
公山 16 : 28 16 : 53 17 : 10 17 : 15 17 : 28 17 : 36 18: 11 18 : 37 
松山 17: 53 18: 23 18 : 44 18 : 49 19 : 12 19 : 19 20: 28 20: 49 
松山 20: 08 20: 24 20 : 29 20 : 35 20: 42 21 : 18 21 : 35 

葵
と
い
う
植
物
の
葉
が
、
ハ
ー
ト
の
形
を
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
心
の
や
さ
し
い
、
思
い
や
り
の
あ
る
子
供
に
育

っ
て
ほ
し
い
と
の
願
い
を
こ
め
て
「
葵
」
と
つ
け
ま
し
た
。

健
康
で
、
素
直
で
、
誰
か
ら
も
愛
さ
れ
る
子
供
に
な
っ

て
ほ
し
い
で
す
。

い
つ

ま
で
も
、

や
き
し

い
気
持

ち
を
忘

れ
な
い

よ
う
に

ネ

/

H2 時刻表j R四国予讃線(海岸線))
 

h
H
Y
 

(上

「
海
岸
線
守
れ
我
が
町
我
が
暮
ら
し
」

り)

行先 松山発
伊予市

喜多灘発 長浜発 出石発 白i竜発 大洲発 八幡浜着 備 考
着 発

宇和島 6.: 03 6: 08 6 : 22 6: 43 7 : 07 
宇和島 6 : 05 6 : 30 7 : 06 7 : 17 7 : 23 7 : 28 7 : 53 8 : 15 
八幡浜 7 : 01 7 : 21 8: 03 8: 38 8: 43 8: 49 9 : 11 9 : 37 
宇和島 9: 11 9 : 30 9 : 35 10 : 08 10 : 16 10 : 21 10 : 27 10 : 55 11 : 15 伊予市で乗換
八幡浜 12 : 15 12 : 30 12 : 32 13 : 11 13 : 25 13 : 30 13 : 36 13 : 53 14 : 13 // 

大決|12 : 45 13 : 03 13 : 16 14: 03 14 : 11 14 : 15 14 : 25 14:41⑮ イシ

八幡浜 14 : 10 14 : 34 14: 44 15 : 19 15 : 29 15 : 35 15 : 40 15 : 57 16 : 19 // 

宇和島 15 : 49 16 : 08 16 : 42 16 : 51 16 : 56 17 : 13 17 : 31 17 : 52 
八幡浜 17 : 14 17 : 32 18 : 10 18: 19 18 : 24 18: 49 19 : 08 19 : 30 
八幡浜 17: 48 18 : 11 18 : 49 18: 57 19 : 03 19 : 08 19 : 44 20 : 06 
八幡浜 18: 58 19 : 21 19 : 58 20 : 06 20 : 11 20 : 25 20: 43 21 : 06 
長浜 20: 07 20: 25 20: 31 21 : 17 21・24⑪ 伊予市で乗換

大洲 21 : 36 21 : 53 22: 28 22 : 36 22 : 41 22 : 47 23:03(JB 

(下
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佐
々
木
津
子
さ
ん
は
か

社
会
福
祉
活
動
に
功
績

十
月
二
一
日
、
松
山
市
の
県
民
文
化
会

館
で
、
第
ミ
十
八
回
愛
媛
県
社
会
福
祉

犬
会
が
聞
か
れ
、
豊
茂
の
佐
々
木
津
子

さ
ん
(
六
九
)
は
民
生
・
児
童
委
員
功
労

9
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

者

と

し

て

、

伊

賀

貞

雪

知

事

か

ら

、

柴

住

所

氏

名

死

亡

時

年

齢

九

月

一

一

目

、

松

山

市

の

県

民

文

化

会

の

西

宮

幸

子

さ

ん

(

五

八

)

は

社

会

福

祉

長

浜

久

保

千

代

子

(

四

三

)

館

で

、

第

一

回

愛

媛

県

身

体

障

害

者

福

施

設

関

係

功

労

者

と

し

て

、

豊

茂

の

丸

白

滝

福

岡

武

雄

(

八

三

)

祉

推

進

大

会

が

開

か

れ

、

櫛

生

の

石

内

父

ト

シ

エ

さ

ん

(

六

六

)

は

社

会

福

祉

事

長

浜

鶴

崎

ト

メ

ヨ

(

八

四

)

義

盛

さ

ん

(

七

三

一

)

は

、

多

年

に

わ

た

業

協

助

者

と

し

て

、

長

浜

の

藤

沢

豊

彦

下

須

戒

丙

内

義

秋

(

六

三

)

り
長
浜
町
身
体
障
害
者
福
祉
会
会
長
を
さ
ん
(
六

O
)
は
優
良
事
務
従
事
者
と
し

9
月

届

出

分

(

敬

称

略

)

青

島

田

中

栄

(

九

五

)

努

め

そ

の

功

績

に

よ

り

、

上

川

弘

愛

媛

て

、

そ

れ

ぞ

れ

、

佐

々

木

弘

吉

愛

媛

県

住

所

保

護

者

氏

名

続

柄

児

名

仁

久

山

崎

増

見

(

八

一

二

)

県

身

体

障

害

者

団

体

連

合

会

会

長

か

ら

社

会

福

祉

協

議

会

会

長

か

ら

表

彰

さ

れ

沖

浦

長

坂

枯

一

長

男

建

太

朗

長

浜

岸

本

純

子

(

八

二

)

明
。
伊
旬
。
附
臼
沿
ゐ
唱
。
。
伊
肘
ゐ
前
伽
前
ゐ
雨
前
。
伊
の
炉
。
ゅ
の
伊
の
籾
暗
伊
ゆ
ゅ
の
伊
的
臼
前
白
雨
白
ぬ
命
的
ゐ
品
伽
前
ゐ
恥
v伊
砂
切
の
伊
旬
ゅ
の
切
符
切
の
伊
的
勿
吊
ψ
ゅ
。
。
明
。
併
吊
ゆ
砂
明
。
ゆ
附
句
前
偽
申
ゅ
の
ゆ
柑
伊
ゆ
伊
旬
。
。
。
旬
@
の
伊
旬
。
。
俗
的
ゐ
前
ゐ
d
v伊
0
0
0伊
ゆ

ω唱
。
0
0
0
ψ
。
ゅ
の
伊
砂
伊
ゆ
国
日

早いもので今年も余すとこ

ろ 2か月となった。 8日カご立

冬と聞くともう冬かとうんざ

りする。年賀状の売り tJ_'， し一

年の後片づけと多忙で、ある。

11月 9日から火災予防週間で

非常持ち出し袋も点検。長浜

町も UIl邦彦新町長が誕牛ーし
てーヵ月が経過した。勤勉・

誠実・決断と不言実行の人。

新生長浜の活性化にはうって

つけ。今こそ町職員が丸と

なり、町長の心を心として、

町民の期待に応えねばならな

しミ--方家庭では 21世紀を

担う青少年育成に精進し郷土

発展の底力を作ってほしい。

町には立派な出石-肱川・伊

橡 j難をめぐらし、白滝の紅葉ー

日本 の開閉橋・沖浦観音を

抱き、臨海開発の完成期てもあ

り、港湾改修・道路整備・商

庖街の繁栄・農.i魚、・林の諸

問題の解決も急がれよう。中

でも町民憲章の 5項目の実践

化を忘れではなるまい。西村

兵太郎町長の銅像に俳人笑J皮
をf思び、香り高い文化と数々

の偉大な業績に応、え第二の笑

波出でよと声を大にしたい。

中近東む、はイラクのクウェ←ト

進攻でオイルは高騰。寒さに

向う今、生活の無駄を無くし

明るく希望を活力のある文化

と福祉の町作りに励もう。勺

えられた24日寺問を犬切にしな

カさらー....。

平成2年11月10日発行

ゑ
考
/

長
都
議
藤
ゑ
後
努

表
支M
j彰

中
小
中
小
中
小

(有)岸本印刷

高
砂
会
老
人
ク
ラ
ブ

島
田
梅
次
郎
さ
ん

印刷

県
下
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

十
月
二
日
、
松
山
市
の
県
民
文
化
会

館
で
、
第
三
十
同
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
が

開
か
れ
、
長
浜
の
高
砂
会
老
人
ク
ラ
ブ

(
冨
田
運
夫
会
長
「
は
優
良
老
人
ク
ラ

ブ
と
し
て
、
長
浜
の
島
田
梅
次
郎
さ
ん

(
七
七
)
は
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
永
年
勤

続
者
と
し
て
、
宇
都
宮
義
秋
愛
媛
県
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
か
ら
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。石
内
義
盛
さ
ん

県
身
障
者
福
祉
推
進
大
会

平成2年11月号広報ながはま

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

菊
地
三
佐
子
さ
ん

県
少
年
補
導
委
員
研
修
大
会

十
月
四
日
、
松
山
市
の
に
ぎ
た
つ
会

館
で
、
平
成
二
年
度
愛
媛
県
少
年
補
導

委
員
研
修
大
会
が
開
か
れ
、
豊
茂
の
菊

池
三
佐
子
さ
ん
(
七
六
)
が
、
(
一
十
年

間
補
導
委
員
と
し
て
、
青
少
年
健
全
育

成
に
-
貞
献
し
た
こ
と
に
よ
り
、
伊
賀
貞

雪
県
知
事
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

ま
し
た
。

ま
た
、
長
浜
の
藤
淵
季
志
叔
さ
ん
(
六

五
)
は
共
同
募
金
功
労
者
と
し
て
、
柴

の
瑞
林
寺
梅
花
講
は
共
同
募
金
功
労
団

体
と
し
て
、
高
田
周
蔵
愛
媛
県
共
同
募

金
会
会
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

9月長浜町役場届出分(敬有馬書)

婚

9
月
の
ト
y
プ
は

古

田

書

志

津

香

さ

λ
の
カ
グ
プ
ル

9
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

住

所

氏

氏

婚

姻

時

年

齢

ヘ

仁

久

宵

田

勇

(

一

一

一

六

)

/

仁

久

島

田

志

津

香

(

二

O
)

「

沖

浦

池

田

士

口

和

(

二

三

)

/

沖

浦

橋

岡

辰

子

(

二

六

)

お
誕
生
お
め
で
と
う
グ

寄
付
採
納

。
白
滝
の
東
士
口
隆
さ
ん
-
ビ
デ
オ
絵
本

八
巻
を
白
滝
保
育
所
へ
。

。
長
浜
の
堀
井
順
次
さ
ん
・
:
日
本
文
学

出上 仁沖白長下
老柴 ， 

海松 久浦 i竜浜戒

漬

岡

光

博

矢

野

元

茂

上

満

徹

山

口

伸

男

本

谷

正

博

太

田

耕

治

成

田

忠

徳

門
口
恵
一

長
女
葉
津
己

二

女

麻

里

長

男

研

吾

二

女

瑠

香

三

男

亮

一
一
男
光
介

二

女

怜

未

二

男

和

真

お
く
や
み

全
集
(
三
十
八
巻
)
を
町
立
同
書
館
へ
0

0
下
須
戒
の
西
田
洋
一
さ
ん
・
:
現
金
三

十
万
円
を
長
浜
中
学
校
(
運
動
部
活
動

資
金
)
ヘ
。

。
下
須
成
の
西
田
洋
一
さ
ん
・
:
現
金
十

万
円
を
大
和
公
民
館
備
品
購
入
資
金
へ
。

櫛今下Li
2頁

生土方戒滝

(
六
五
)

(
八
二
)

(
六
回
)

(
七
八
)

清

水

重

利

城
戸
ミ
ツ
ル

大

井

芳

子

石

堂

芳

雄

一
一
一
鞠
集
後
記
霊

肱
川
嵐
が
吹
き
荒
ぶ
季
節
に
な
り
、

す
き
焼
や
水
炊
き
な
ど
、
温
か
い
鍋
物

が
恋
し
く
な
り
ま
し
た
。
(
個
人
的
な

意
見
で
す
が
:
;
。
)

ま
た
、
こ
う
寒
く
な
る
と
暖
房
の
使

用
な
ど
で
大
気
汚
染
濃
度
が
上
昇
す
る

そ
う
で
す
。
来
月
は
、
「
大
気
汚
染
防

止
推
進
月
間
」
で
す
。
暖
房
や
車
の
使

用
を
控
え
め
に
す
る
な
ど
の
工
夫
を
し

た
い
も
の
で
す
。

Lミ

数

人口をふやしましょう

9月末現在 前月との比車交

11，399人 1人J威

ノヘ 口 (男 5.362人)(男 2人減)
女 6，037人

世帯数 3，723世帯

帯世口人


